


<SILKLOFT＞

シルクは、繊維が細く、軽く、柔らかい。

天然素材の中で、実はシルクが最も中綿に適しています。

また、シルクの繊維は微細な多孔質構造をしているので、

繊維の間に空気をたくさん含むため保温性にも優れている。

吸湿性も高いので衣服内の湿気を吸って、発熱に転換する機能もある。

明治時代に防寒着で使われた「真綿」がシルクであったのもその理由です。

SILKLOFTはシルク原料をそのままシート状にしたシルクわたです。

合繊の中綿はシリコン剤などを使って嵩高がでるようにします。

その分空気層が出来るので保温効果はあります。

ただ密度がないため防風性がなく、吸湿性も発熱性もありません。

SILKLOFTは、保温性・吸湿発熱性に加え独自製法のシート技術により

防風性にも優れています。

天然由来の機能性を最大限に引き出した唯一無二の素材です。





天然素材 MADE IN JAPAN

サステナブル テクノロジー
・合繊素材の中綿ではなく純度100％のシルクわた

・生糸として使えないノイルシルク原料に使用し
た中綿（原料：中国）

・シート状に仕上げる加工剤の未使用
※柔らかく贅沢な風合いを実現

・シルクをシート化する独自加工技術

・シルクわたのキルティング技術
（SILKLOFTは繊維が非常に細かく、高密度で柔ら
かいため、通常のキルティングでは目飛び・糸切
れ・ふきだしが発生します）

⇒特許技術のライセンス取得

極上の柔らかさ



保温力 防風性

PE綿(樹脂綿)の4分の１の薄さで

保温力が同等

※次ページ参照

（京都工芸繊維大学の独自試験結果）

吸湿発熱性

最大吸湿発熱温度(▲Tmax(℃))

JIS L1952-1法

+2.0℃

通気性cm/(cra-s)

JIS L 1096A法

92.8㎤(SILKLOFT100g中綿)

※比較：389㎤(PE100g中綿)





軽さ

薄さ

暖かさ

快適さ 上質感



SILKの新たな可能性へ、、、
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